
 
情報教育対応教員研修全国セミナー（仙台会場） 

 
 
 
 

新たな時代を生き抜く児童生徒のコミュニケーション力向上が求められています。ＩＣＴ社会におけ

るコミュニケーション力の育成を学習活動の中にどのように取り込んでいくか、その取組を支援する

ワークショップ型セミナーを開催いたします。 

 

 期 日 平成２９年２月１８日(土) 

       １３：００～１６：３０  受付：１２：３０〜 

 会 場 仙台市情報・産業プラザ(ネ！ットＵ)６階 

主 催 日本教育情報化振興会（JAPET＆CEC） 

  共 催 日本教育工学協会（JAET） 

  後 援 文部科学省／総務省／経済産業省 

  （予定）宮城県教育委員会／仙台市教育委員会 

      福島県教育委員会／山形県教育委員会 

  機材・ソフト協力：ＮＴＴ東日本(株)／パイオニアＶＣ(株) 

参加費 無料 ／ 定員 １００名 

プログラム(敬称略) 

 （１）趣旨説明・基調講演 
「主体的・対話的な深い学びとコミュニケーションツールの活用」 

放送大学 教授 中川 一史 

   （２）模擬授業 
     「アクティブ・ラーニングでのタブレット端末等の活用」 

   ①５年社会「これからの食料生産とわたしたち 」 

   仙台市立錦ヶ丘小学校 教諭 石井 里枝 

   ②４～６年総合的な学習の時間「まちの魅力を伝えよう」 

     金沢市立大徳小学校  教諭 山口 眞希 

 （３）総括パネル 

    金沢星稜大学    教授 佐藤 幸江 

    鹿児島大学教育学部 講師 山本 朋弘 

仙台市立六郷小学校 校長 菅原 弘一 

ワークショップの参加申込、詳しい情報はこちら↓ 

 
 

 

 

 

山口眞希 石井里枝 

中川一史 

 

 

アクティブ・ラーニングでの 
タブレット端末等の活用 

山本朋弘 佐藤幸江 

http://www.japet.or.jp/Case/21comm/ 

 

 

本事業は、競輪の補助を受けて実施します。 

菅原弘一 



■ FAX申込書 
※定員になり次第締め切ります  FAX：03-5575-5366 

※Web からも申し込むことができます。 

日 程 
  受付     １２：３０～ 

  ご挨拶    １３：００～１３：０５ 

  趣旨説明／基調講演 

  １３：０５～１３：４５ 

  休憩     １３：４５～１３：５５ 

  模擬授業   １３：５５～１５：１５ 

  休憩     １５：１５～１５：３０  

  総括パネル  １５：３０～１６：３０ 

アクセス 仙台市情報・産業プラザ(ネ！ットＵ)６階 

       仙台市青葉区中央１丁目３番１号(ＡＥＲ６階)  

       http://www.siip.city.sendai.jp/netu/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台市営バス・宮城交通【仙台駅前下車】→【徒歩 3分】 

仙台市営地下鉄    【仙台駅下車】→【青葉通駅・JR線方面北 8番出口】→【徒歩 4分】 

ＪＲ在来線            【仙台駅下車】→【中央改札から名掛丁方面 8番出口】→【徒歩 2分】 

ＪＲ東北新幹線        【仙台駅下車】→【仙台駅西口出口】→【徒歩 2分】 

高速道路              【仙台宮城 I.Cから広瀬通を東へ 10分】 

お問い合わせ 

一般社団法人 日本教育情報化振興会（JAPET＆CEC）担当：渡辺／吉田 

 〒107-0052 東京都港区赤坂 1-9-13 三会堂ビル 8階 TEL 03-5575-5365 FAX 03-5575-5366 

 ※Web申込 http://www.japet.or.jp/Case/21comm/ 

 

  

氏名 勤務先名 職名 ＦＡＸ番号 希望模擬授業 

    ( ）社会（ ）総合的な学習 

    ( ）社会（ ）総合的な学習 

    ( ）社会（ ）総合的な学習 
○日本教育情報化振興会は、本会の個人情報管理規定に基づき、本会で厳重に管理し、第三者には公開することはありません。 

○セミナー参加申込者の個人情報は、下記の使用目的の範囲でのみ使用するものといたします。 

   【使用目的】 

・本セミナーに関するお問い合わせに対する回答          ・本セミナー受講についての連絡・通知 

・今後開催する本会からのセミナー等イベントについてのお知らせ 

 21 世紀型コミュニケーション力育成

をめざす参加体験型セミナーです。 

 タブレット端末、思考表現ツール、 

ジグソー学習等を活用して学び合う 

アクティブ・ラーニングを提案します。 

 


